
初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

―
―
デ
ー
ヴ
ア
ダ

ッ
タ
伝
説
の
再
検
討
―
―

関

（北

海

道

大

は

じ

め

に

初
期
の
仏
教
史
で
邪
悪
な
修
行
者
の
代
表
と
目
さ
れ
た
人
物
の

一
人
は
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
で
あ
る
。
彼
は
釈
尊
に
対
し
種
々
の
危
害
を

加
え
教
団
の
分
裂
を
策
し
た
と
し
て
堕
地
獄
者
の
烙
印
を
捺
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
異
端
者
と
い
う
よ
り
は
背
教
の
徒
と
で

も
称
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
題
の
人
物
の
行
状
は
律
蔵
や
い
く
つ
か
の
経
典
に
散
説
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
赤
沼
師
を
は
じ
め
と
す

る
諸
学
者
の
仕
事
の
成
果
の
助
力
を
得
れ
ば
Ｔ
）、　
そ
の
伝
説
の
検
索
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。　
し
か
し
、
個
々
の
伝
説
を
寄
せ
集
め
て

我

々
が
再
現
し
得
る
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
像
は
実
に
奇
怪
な
表
情
と
容
姿
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
悪
人
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

か
な
り
の
程
度
に
修
正
を
要
す
る
と
い
う
の
が
現
今
の

一
般
的
な
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
伝
説
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
わ
が
国
で
は
中
村
元
っ
）、
佐
藤
密
雄
↑
）、　
外
国
で
は
Ｂ

・
ム
ケ
ル

ジ
Ｉ
Ｔ
）、
Ｅ

・
ラ
モ
ッ
ト
（こ
な
ど
の
各
氏
の
も
の
が
あ
り
↑
）、
特
に
伝
説
の
収
集
と
い
う
点
で
は
Ｂ

・
ム
ケ
ル
ジ
ー
氏
の
著
作
が
、
や
や
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仏
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経
典
を
軽
視
す
る
と
い
う
嫌
い
は
あ
る
が
、
す
ぐ
れ
た
成
果
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
諸
氏
の
興
味
の
焦
点
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
が

教
団
分
裂
の
方
便
と
し
て
提
示
し
た
と
い
う

五
つ
の
事
項
に
関
す
る
解
釈
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。　
今

は
、
こ
の
五
法
と
そ
の
背
景
に
あ
る
教
団
の
動
向
と
い
っ
た
も
の
に
は
特
に
関
説
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
の
五
法
と
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ

タ
と
を
直
接
に
結
び
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、　
例
え
ば
佐
藤
博
士
の
解
釈
す
る
如
く
７
）、　
こ
の
五
法
の
伝

承
の
背
景
に
は
、
理
想
主
義
的
な
傾
向
（五
法
の
提
出
者
）
と
現
実
主
義
的
な
傾
向
（五
法
の
拒
否
者
）
と
の
葛
藤
が
あ

っ
た
と
理
解
す
る
の

が
穏
当
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
小
論
の
目
差
す
と
こ
ろ
は
、
仮
り
に
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
が
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
と
し
て
、
彼
が
真
に
い
か
な
る
行
動
を

な
し
た
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
彼
の
動
向
を
伝
え
る
数
あ
る
伝
説
の
な
か
で
、
ど
れ
が
最
も
原
初
的
な
も

の
で
あ
る
か
を
探
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
仕
事
の
手
始
め
と
し
て
、
論
書
の
記
述
を
通
し
て
、
二
枚
の
素
描
を
描
く
こ
と
に

し
た
い
。

デ

ー

ヴ

ア
ダ

ッ

タ

の

二

つ

の

顔

『―
―
さ
て
、
誰
が
教
団
を
破
壊
す
る
の
で
あ
る
か
。
「
比
丘
、
自
分
の
見
解
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
者

（見
行
者
）
、　
清
浄
な
振
舞

の
者
（住
浄
行
人
）
が
破
壊
す
る
」
。
―
―
破
壊
す
る
の
は
比
丘
で
あ

っ
て
、
在
家
や
比
丘
尼
な
ど
で
は
な
い
。　
ま
た
、　
そ
〔
の
比
丘
〕

は
、
自
分
の
見
解
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
者
で
あ

っ
て
、
他
者
の
教
示
に
従
う
者
（愛
行
人
）
で
は
な
い
。
清
浄
な
振
舞
の
者
で
あ

っ

て
、
振
舞
悪
し
き
者
（犯
戒
者
）
で
は
な
い
。
そ
〔
の
よ
う
な
者
〕
の
言
葉
は
受
容
さ
れ
ぬ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
―
―
何
処
で
破
壊
す

る
の
か
。
―
―
世
尊
の
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
、
「
別
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
で
あ
る
」
。
―
―
実
際
、
師
の
近
く
に
お
ら
れ
る
と
こ
ろ



で
は
破
壊
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
如
来
に
は
抗
い
難
い
も
の
が
あ
り
、
言
葉
は
受
容
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
―
―

誰
を
破
壊
す
る
の
か
。
「愚
か
な
者
た
ち
を
で
あ
る
」
。
―
―
凡
夫
ど
も
だ
け
を
〔破
壊
の
対
象
と
す
る
の
〕
で
あ

っ
て
、
聖
者
た
ち
で

は
な
い
。

〔
聖
者
は
〕
法
を
正
し
く
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
等
と
さ
ら
に
或
る
賢
者
（得
忍
）
た
ち
を
も
〔破
壊
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
〕
な
い
、
と
他
の
人
達
は
言
う
。
―
―
ど
の
よ
う
に
し
て
教
団
が
破
壊
さ
れ
る
の
か
。
「
異
な

っ
た
師
と
道
を
容
認
す
る
時
に
破

壊
が
あ
る
」
。
―
―
〔
そ
の
破
壊
者
で
あ
る
〕
者
達
に
、
如
来
と
は
別
の
師
が
容
認
〔
さ
れ
〕
、
そ

〔
の
如
来
〕
に
教
示
さ
れ
た
道
と
は
別

の
道
が
〔
教
示
さ
れ
た
〕
時
に
、
教
団
が
破
壊
さ
れ
た
、
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
―
―
ど
れ
だ
け
の
間
、
破
壊
が
〔存
続
し
て
〕
あ
る
の

か
。
―
―
そ
の
夜
だ
け
で
あ

っ
て
、
「そ
れ
が
〔
そ
れ
以
上
〕
経
過
す
る
こ
と
は
な
い
」
。
↑
ご

以
上
は
破
法
輪
僧

↑
”
軍
”
σ
〓
Φ
Ｑ
じ

に
関
す
る

『
ア
ビ
ダ
ル
マ
・
コ
ー
シ
ャ
』

の
説
明
の
抜
書
き
で
あ
り
、
他
の

一
つ
の
教
団
破
壊
の

例
す
な
わ
ち
破
渇
磨
僧

曾
ミ
日
”
び
，
の
０
こ

に
つ
い
て
は
、
『
そ
こ
で
は
〔師
の
〕
教
え
は
〔受
容
さ
れ
て
〕
あ
る
０
こ

と
述
べ
、　
こ
れ
ら
二

様
の
分
裂
活
動
の
主
要
な
相
違
点
が
、
師
と
師
の
教
え
を
正
当
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

定
義
し
て
い
る
。　
そ
し
て
、　
前
者
の
破
壊
活
動
を
実
際
に
行
な

っ
た
人
物
は
、
『
倶
舎
論
』
の
こ
の
箇
所
で
そ
の
名
前
は
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
が
、
デ
ー
ヴ
ァ
グ

ッ
タ
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
連
続
す
る
説
明
が
律
蔵
破
僧
健
度
、
特
に
そ
の
末
尾
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
ウ
パ
ー
リ
の
質
問
に
対
す
る

世
尊
の
応
答
の
内
容
を
直
接
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
『
婆
沙
論
』

の
説
明

は
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。

『
破
法
輪
者
、
謂
立
異
師
異
道
。
如
提
婆
達
多
言

「我
是
大
師
、
非
沙
門
喬
答
磨
。
五
法
是
道
、
非
喬
磨
答
所
説
八
支
聖
道
。
所
以

者
何
。
若
能
修
習
是
五
法
者
、
速
證
涅
槃
。
非
八
支
道
。
云
何
五
法
。　
一
者
墨
寿
著
糞
掃
衣
、
二
者
蓋
寿
常
乞
食
食
、
三
者
蓋
寿
唯

一
坐
食
、
四
者
墨
寿
常
居
迪
露
、
五
者
蓋
寿
不
食

一
切
魚
肉
血
味
塩
蘇
乳
等
」
。
６
Ｊ
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仏
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こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
五
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
有
部
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従

っ
て

『
十
誦
律
』
の
そ
れ
と
最
も
よ
く

類
似
す
る
貧
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
つ
の
項
目
か
ら
な
る
要
求
を
掲
げ
て
、
そ
の
受
容
と
実
践
を
世
尊
に
迫
り
、　
一
つ
の
見
方
を
す
れ
ば
、
教
団
粛
清

と
も
言
え
る
ひ
た
む
き
な
行
動
に
走

っ
て
い
く

生
真
面
目
な
修
行
者
、　
そ
の
デ
ー
ブ
ァ
ダ

ッ
タ
か
ら
我
々
が
受
け
る
印
象
は
、
『
ア
ビ
ダ

ル
マ
・
コ
ー
シ
ャ
』

の
説
明
に
も
あ
る
如
く
、
主
体
性
を
持
ち
理
知
的
で
高
潔
な
人
格
の
人
間
像
で
あ
る
。
こ
れ
が
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
伝

説
か
ら
描
き
得
る

一
枚
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
り
、
他
の

一
枚
は
こ
れ
と
は
相
当
に
表
現
を
異
に
す
る
。

『
仏
語
提
婆
達

「汝
狂
人
死
人
嗽
唾
人
」
。
…
…
。

死
人
者
、
似
人
而
不
能
集
諸
善
法
故
、　
亦
以
提
婆
達
剃
頭
法
服
似
如
聖
人
、
内

無
慧
命
故
、
名
死
人
。
如
死
人
種
々
荘
厳
、
転

々
爛
壊
終
不
可
令
活
。
提
婆
達
亦
如
是
。
仏
日
日
種
種
教
化
、
悪
心
転
劇
悪
不
善
法

日
日
転
増
、
乃
至
作
三
逆
罪
。
以
是
故
、
名
為
死
人
。
嗽
唾
人
者
、
提
婆
達
貪
利
養
故
、
化
作
天
身
小
児
、
在
阿
閣
世
王
抱
中
、
王

鳴
其
口
与
唾
令
嗽
。
以
是
故
、
名
嗽
唾
人
。
…
…
。
如
是
等
因
縁
故
、
仏
於
諸
法
雖
無
所
著
、
而
為
教
化
故
、
現
苦
切
語
。
っ
こ

こ
の

『智
度
論
』

の
叙
述
は
、
完
全
無
欠
の
人
格
で
あ
る
仏
陀
が
、
い
か
に
相
手
が
悪
逆
非
道
の
者
で
あ
れ
、
耳
ざ
わ
り
な
言
葉
を
口

に
す
る
の
は
そ
の
徳
質
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、　
と
い
う
告
発
に
対
す
る
弁
論
で
あ
る
が
６
）、　
い
ず
れ
に
し
ろ
惨
め
な
感
じ
を
免
れ

え
ぬ
、
哀
れ
に
も
死
人
、
狂
人
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
と
い
う
、
こ
と
に
流
れ
つ
い
た
伝
承
の
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
他
律
的
で

情
意
的
で
低
劣
な
人
間
性
の
、
仏
典
の
表
現
を
借
用
す
れ
ば

「
利
得
と
尊
敬
と
名
声
」
と
に
羨
望
の
眼
を
向
け
る
類
の
小
悪
人
的
な
俗
物

の
そ
れ
で
あ
る
。

い
ま
便
宜
的
に
三
つ
の
論
書
の
記
事
を
参
照
し
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
論
書
の
作
者
た
ち
が
、
時
に
は
真
摯
な
姿
勢
の
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
を、
、
時
に
は
俗
悪
な
感
じ
の
強
い
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
を
、
各
自
の
作
品
に
登
場
さ
せ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。



い
っ
た
い
、
ど
ち
ら
が
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
実
像
に
近
い
の
か
、
両
方
と
も
そ
う
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
疑
間
を
念
頭
に
置
い

て
次
の
作
業
に
移
り
た
い
。

我
々
は
先
に
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
と
い
う
単

一
の
名
称
を
有
す
る
人
物
に
は
、
二
つ
の
表
情
、
相
反
す
る
性
格
、
二
重
の
人
格
と
い
っ

た
も
の
が
あ
る
と
読
み
取

っ
た
が
、
例
え
ば

『
パ
ー
リ
律
蔵
』
「教
団
破
壊
の
章
２
ざ
　
の
中
で
は
、
明
ら
か
に
こ
の
二
面
性
を
単

一
の
名

称
に
付
与
し
て
、　
一
つ
の
連
続
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
物
語
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
視
点
を
そ
の
方

へ
移
し
、
そ
の
構
成
と
内
容
の

分
析
と
検
討
に
着
手
す
る
。

二
　
俗
物

の
デ

ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
を
語
る

「
前
半
」
と
真
面
目
な
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
を
語
る

「
後
半
」

の
い
ず
れ
が
古

い
要
素
を
含
む
か
に
つ
い
て

『
パ
ー
リ
律
蔵
』
「教
団
破
壊
の
章
」
（８
●
”
，
”
σ
す
ｏ
Ｑ
”
Ｆ
Ｆ
Ｆ
”
い
０
”
澪
じ

全
体
の
叙
述
は
、　
一
つ
の
分
け
方
を
す
れ
ば
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ

タ
の
い
く
つ
か
の
悪
行
を
物
語
る
前
半
の
部
分
貧

。
一
―
三

。
一
一こ
と
、
修
行
者
の
生
活
法
に
関
す
る
彼
の
五
つ
の
主
張
及
び
そ
れ
に

ま
つ
わ
る
紛
争
の
経
緯
を
述
べ
る
後
半
の
部
分

公
二
。
一
四
―
五

。
一Ｃ

に
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
『
四
分
律
』
の

「破
僧

健
度
」
や

『
五
分
律
』
の

「破
僧
法
」
の
叙
述
と
の
対
応
の
度
合
か
ら
、
前
半
の
部
分
の
方
が
遅
れ
て
成
立
し
、
後
に
な

っ
て
後
半
の
部

分
に
付
け
加
え
ら
れ
て
現
型
の
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
３
）。　
し
か
し
、　
筆
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
な

お
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。　
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、　
い
わ
ゆ
る
前
半
の
部
分
に
相
当
す
る

叙
述

が
、

『
四
分
律
』
や

『
五
分
律
』
で
は

「僧
残
法
」
の
中
に
含
）、　
お
お
ま
か
な
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、　
内
容
と
配
列
の
点
で
類
似
し
て

現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、　
そ
の

「僧
残
法
」
の
叙
述
と

「破
僧
健
度
」
（あ
る
い
は

「破
僧
法
し

の
そ
れ
と
を
連
結
す

初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
○

れ
ば
、
『
パ
ー
リ
律
蔵
』
「
教
団
破
壊

の
章
」
全
体

の
叙
述
に
は
ぼ
合
致
す
る
と
言

っ
て
良

い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
全
部
を
具
体
的
に
対

照
す
る
こ
と
は
紙
数

の
関
係
上
不
可
能
な
の
で
、
そ
の

一
端
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
『
パ
ー
リ
律
蔵
』
「教
団
破
壊
の
章
」
の
冒
頭
〕
理

一
。
こ
そ
の
時
、
仏
世
尊
は
ア
ヌ
ピ
ヤ

ー
に
留
ま

っ
て
お
ら
れ
た
。
ア
ヌ
ピ
ヤ
〔
―
〕
と
い
う
の
は
マ
ッ
ラ
族
の
村
落
で
あ
る
。
そ
の
頃

著
名
な
シ
ャ
カ
族
の
子
弟
た
ち
は
世
尊
の
出
家
に
倣

っ
て
出
家
し
た
。
そ
の
時
シ
ャ
カ
族

マ
ハ

ー
ナ
ー
マ
と
シ
ャ
カ
族
ア
ヌ
ル
ッ
グ
の
二
人
の
兄
弟
が
い
た
。

シ
ャ
カ
族
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
は
か
弱

い
育
ち
で
、
彼
に
は
三
つ
の
館
が
あ
り
、　
一
つ
は
冬
、　
一
つ
は
夏
、　
一
つ
は
雨
期
の
た
め
の
も

の
で
あ

っ
た
。
彼
は
雨
期
の
館
で
四
か
月
の
間
、
男
を
交
え
ぬ
女
だ
け
の
演
奏
を
楽
し
み
、
館

か
ら
下
り
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
さ
て
、
シ
ャ
カ
族

マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

「今
や
著
名
な
シ
ャ
カ
族
の
子
弟
た
ち
は

世
尊
の
出
家
に
倣

っ
て
出
家
し
て
い
る
が
、　
私
達
の

家
か
ら
は
誰
も
家
な
き
生
活
に
入

っ
た
者
が
い
な
い
。
私
が
出
家
す
る
か
、
ア
ヌ
ル
ッ
グ
が
出

家
し
な
け
れ
ば
」
。
そ
こ
で
シ
ャ
カ
族

マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
は
シ
ャ
カ
族
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
に
近
付
き
、

シ
ャ
カ
族
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
に
次
の
よ
う
に
言

っ
た
。
「
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
よ
、
今
や
著
名
な
シ
ャ
カ
族
の

子
弟
た
ち
は
世
尊
の
出
家
に
倣

っ
て
出
家
し
た
が
、
私
達
の
家
か
ら
は
誰
も
家
な
き
生
活
に
入

っ
た
者
が
い
な
い
。
だ
か
ら
、
お
前
が
出
家
す
る
か
、
私
が
出
家
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」
。
〔
ア

ヌ
ル
ッ
ダ
は
言
っ
た
〕

「私
は
か
弱
い
育
ち
で
家
な
き
生
活
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　
あ

『
四
分
律
Ｌ
僧
残
法
」
十
の
冒

頭
ヽ
画
時
仏
在
弥
尼
捜
国
阿
奴

夷
界
。
時
諸
豪
族
釈
子
執
信
牢

固
、
従
世
尊
求
出
家
。
時
有
釈

種
子
兄
弟
二
人
、　
一
名
阿
那
律

次
名
摩
訂
男
。
阿
那
律
者
其
母

愛
念
常
不
離
目
前
。
其
母
与
設

三
時
殿
、
春
夏
冬
使
与
諸
嫌
女

五
欲
自
恣
共
相
娯
楽
。
時
摩
訂

男
釈
子
語
阿
那
律
言

「今
諸
釈

種
豪
族
子
孫
蓋
以
信
堅
固
従
世

尊
求
出
家
、
而
我

一
門
都
無
出

家
者
。
兄
可
知
家
業
、
公
私
之

事

一
以
相
付
、
弟
欲
出
家
。
若



な
た
が
出
家
す
る
よ
う
に
」
。
，
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
能
者
、
弟
当
持
家
業
、
兄
可

出
家
」
。
阿
那
律
言

「我
今
不
能

出
家
、　
卿
能
可
去
」
。

摩
訂
男

如
是
再
三
語
。
阿
那
律
亦
再
三

報
言

「我
不
能
出
家
」
。
（１８
ざ

以
下
、
上
に

『
パ
ー
リ
律
蔵
』
「破
僧
健
度
」
の
節
、
小
節
番
号
、
下
の

（　
）
内
に

『
四
分
律
』

の
相
当
の
箇
所
を
大
正
蔵
三
二
巻

の
頁
、
段
、
行
数
で
あ
げ
る
。
勿
論
、
逐
語
的
に
合
致
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
物
語
の
核
と
そ
の
配
列
の
順
序
が
比
較
的
よ
く

一

致
す
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

一
。
一
（大
正
二
二
、
五
九
〇
中

一
三
―
二
四
）、
一
二

六
五
九
〇
中
二
四
―
下

一
一
）
、
一
上
一六
五
九
〇
下

一
一
―
九

一
上
二
一
）
、

一
。
四
（五
九

一
上
二
一
―
中
二
四
）
、
　
一
・
五
（五
九

一
中
二
四
―
下

一
六
）
、　
二

。
一
（五
九

一
下

一
六
―
二
五
）
、　
二

。
二
―
四

（五
九

一
下
二
五
―
九
二
上
九
）
、
二

・
五
（五
九
二
上
九
―
中
一
）、
三

。
一
（五
九
二
中
七
―
二
七
）、
〓
丁
二
―
三

（五
九
三
上
二
九

―
下

一
）
、　
三

・
四
―
五
（五
九
二
中

一
七
―
三

二
、　
五
九
三
下

一
―
五
九
四
上

一
）
、
三

・
六
―
八
（五
九
二
中
三
二
―
下
三
三
）
、

三

・
九
（五
九
二
下

一
九
―
二
七
）
、　
三

。
一
〇
（五
九
二
下
二
七
―
九
三
上
二
九
）
、　
三

。
一
一
―

〓

六
該
当
な
し
）
、　
三

。
一
三

（五
九
四
上

一
―

一
九
、
六
五
七
中

一
四
―
下

一
〔単
提
法
じ
、
三

。
一
四
―
二
六
（五
九
四
上
二
〇
―
下

一
四
×
以
上
、
『
四
分
律
』

「僧
残
法
」
の
記
述
に
相
当
す
る
。
以
下
は

『
四
分
律
』
「破
僧
健
度
」
に
相
当
す
る
部
分
〕

四

。
一
（九
〇
九
中
八
―
下

一
七
）、
四

。
二
―
，三
（九
〇
九
下

一
七
―
九

一
〇
上

一
一
）
、
四

。
四
（九

一
〇
中

一
七
―
，二
六
）
、
四

・
五
（九

一
〇
中
二
八
―
―
下
八
）
、
四

。
六
―
八
（該
当
な
し
）
、
五

。
一
―
六
（九

一
三
中
二
―
下

一
〇
）

初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
一



初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ全
一

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
我
々
に
は
次
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

（
一
）
前
半
が
先
に
成
立
し
た
。
公
じ

後
半
が
先
に
成
立
し
た
。
曾
じ

全
体
が
既
に
で
き
て
お
り
、
『
四
分
律
』
や

『
五
分
律
』

の
場

合
は
、
前
半
の
部
分
が

「僧
残
法
」
に
、
後
半
の
部
分
は

「破
僧
健
度
」
（ま
た
は

「破
僧
法
Ｊ
に
組
み
込
ま
れ
た
。

い
ず
れ
の
推
測
が
妥
当
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
と
り
あ
え
ず
次
の
よ
う
な
操
作
を
試
み
る
。

『
貧
丁

一
四
）
さ
て
、　
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
は
、
　
コ
ー
カ
ー
リ
カ
、　
カ
タ
モ
ー
ラ
カ
テ
ィ
ッ
サ
　

　

『
「我
寧
可
破
彼
僧
輪
。
我
身

力
、
カ
ン
ダ
デ
ー
ヴ
ィ
ー
の
子
、
サ
ム
ッ
ダ
ダ

ッ
タ
に
近
付
い
た
。
近
付
い
て
、　
コ
ー
カ
ー
リ
　
　
滅
後
可
得
名
称
言
沙
門
題
曇
有

力
、
カ
タ
モ
ー
ラ
カ
テ
ィ
ッ
サ
カ
、
カ
ン
ダ
デ
ー
ヴ
ィ
ー
の
子
、
サ
ム
ッ
ダ
ダ

ッ
タ
に
次
の
よ
　
　
大
神
力
智
慧
無
凝
而
提
婆
達
能

う
に
言

っ
た
。
「
さ
あ
友
等
よ
、　
私
達
は
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
に
対
し
、　
法
輪
の
破
壊
に
よ
る
教
団
　
　
破
彼
僧
輪
」
。
時
提
婆
達
即
往
伴

の
破
壊
を
行
な
う
こ
と
に
し
よ
う
」
。
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
　

コ
ー
カ
ー
リ
カ
は
デ
ー
プ
ァ
　
　
比
丘
所
、
語
言

「我
等
今
可
共

ダ

ッ
タ
に
次
の
よ
う
に
言

っ
た
。
「友
よ
、　
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
に
は
偉
大
な
神
通
が
あ
り
、　
大
い
　
　
破
彼
僧
輪
。
我
等
死
後
可
得
名

な
る
威
力
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
私
達
は
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
に
対
し
法
輪
の
破
壊
に
よ
る
教
　
　
称
言
沙
門
麗
曇
有
大
神
力
智
慧

団
の
破
壊
を
行
な
う
の
か
」
。
「
さ
あ
友
等
よ
、
私
達
は
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
に
近
付
い
て
五
つ
の
事
　
　
無
凝
…
…
」
。
時
提
婆
達
伴
、
名

項
を
要
求
し
よ
う
。
《
師
よ
、
世
尊
は
い
ろ
い
ろ
と
少
欲
、
満
足
、
厳
し
い
生
活
、
頭
陀
行
、
清
　
　
一二
聞
達
多
、
智
慧
高
才
、
即
報

ら
か
な
信
仰
、
（再
生
に
資
す
る
も
の
の
）
減
少
、
不
抜
の
意
志
を
賞
賛
し
て
お
ら
れ
る
。
師
よ
、
　

言

「沙
門
程
曇
有
大
神
力
。
及

こ
の
五
つ
の
事
項
は
い
ろ
い
ろ
と
少
欲
…
…
不
抜
の
意
志
に
役
立
つ
も
の
で
す
。
願
わ
く
ば
師
　
　
其
弟
子
徒
衆
亦
復
如
是
。
我
等

よ
、
比
丘
た
ち
は
生
涯
森
に
住
む
者
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
村
落
に
入
れ
ば
、
そ
の
者
は
罪
と
　
　
何
能
得
破
彼
僧
輪
」
。
　
提
婆
達



な
り
ま
し
よ
う
。
生
涯
乞
食
者
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
招
待
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
者
は
罪
と
な

り
ま
し
よ
う
。
生
涯
ぼ
ろ
の
着
物
を
ま
と
う
者
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。　
一
般
人
の
着
物
を
受
け

れ
ば
、
そ
の
者
は
罪
と
な
り
ま
し
よ
う
。
生
涯
樹
の
根
も
と
で
暮
ら
す
者
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

覆
い
〔
の
あ
る
建
物
〕
に
近
付
け
ば
、
そ
の
者
は
罪
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
生
涯
魚
と
肉
を
食
べ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
魚
と
肉
を
食
べ
れ
ば
、　
そ
の
者
は
罪
と
な
り
ま
し
ょ
う
》
と
。　
こ
れ
ら

を
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
は
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
私
達
は
こ
の
五
つ
の
事
項
を
人
々
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
し
ょ
う
」
。
「友
等
よ
、
こ
の
五
つ
の
事
項
に
よ

っ
て
沙
門
ゴ
ー
タ
マ
に
対
し
法
輪

の
破
壊
に
よ
る
教
団
の
破
壊
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人

々
は
〔
比
丘
た
ち
の
〕

み
じ
め
な
状
態
に
信
を
置
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
６
Ｊ

初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）

言

「如
来
常
称
説
頭
陀
少
欲
知

足
楽
出
離
者
。
我
今
有
五
法
亦

是
頭
陀
勝
法
少
欲
知
足
楽
出
離

者
。
蓋
形
寿
乞
食
、
蓋
形
寿
著

糞
掃
衣
、
蓋
形
寿
露
坐
、
蓋
形

寿
不
食
酢
塩
、
蓋
形
寿
不
食
魚

及
肉
。
我
今
持
此
五
法
教
諸
比

丘
足
令
信
楽
。
当
語
諸
比
丘
言
、

世
尊
無
数
方
便
歎
誉
頭
陀
少
欲

知
足
楽
出
離
者
、
我
等
今
有
五

法
。
亦
是
頭
陀
勝
法
、
蓋
形
寿

乞
食
乃
至
不
食
魚
及
肉
可
共
行

之
。
年
少
比
丘
必
多
受
教
。
上

座
比
丘
恐
不
信
受
。
由
此
方
便

故
得
破
其
僧
輪
」
。
時
三
聞
達
多

語
提
婆
達
言

「若
作
如
是
足
得

破
彼
僧
輪
。
」
昴
ざ

一ハ
一一一



初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
具
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

こ
こ
に
引
用
し
た
パ
ー
リ
文
３
丁

一
四
）
は
、　
い
わ
ゆ
る
後
半
の
部
分
の
冒
頭
に
あ
た
り
、
『
四
分
律
』
で
は

「僧
残
法
」

の
終
り
近

く
に
、
『
五
分
律
』
で
は

「破
僧
法
」
、　
ま
た

『
十
誦
律
』
で
は

「僧
残
法
」
の
終
り
と

「調
達
事
」
の
最
初
の
部
分
に
貧
）、　
い
わ
ば
全

て
接
点
に
、
相
当
の
叙
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
る
モ
チ
ー
フ
（物
語
の

一
要
素
）
が
、
あ
る
律
蔵
で
は

「僧

残
法
」
に
、
ま
た
別
の
律
蔵
で
は

「破
僧
健
度
」
つ
破
僧
法
」
「調
達
事
し

に
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
で
き
あ
が

っ
て
い
た

一

つ
の
も
の
の
分
断
点
が
、
時
に
よ

っ
て
た
ま
た
ま
異
な

っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
暗
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
示
唆
を
手
懸
に

す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
先
の
推
測
の
う
ち
の
公
こ

が
、
比
較
的
正
確
に
的
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、

後
半
の
部
分
が
前
半
の
部
分
に
比
し
て
成
立
が
古
い
と
即
座
に
判
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
新
し
い
と
言
わ
れ
る
前
半
の
部
分
に
も

古
い
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
充
分
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

一二

「
教
団
破
壊
の
章
」
と
パ
ー
リ
経
典

の
叙
述
及
び

『
パ
ー
リ
律
蔵
』

の

他
の
箇
処
の
叙
述
と
の
対
応
関
係
２

Ａ
　
「教
団
破
壊
の
章
」
に
経
典
の
叙
述
が
合
致
す
る
部
分

①
　
一
一
二

一―
四

含
Ｆ
Ｏ
フ

“
Ｙ
Ｊ

『
増
支
部
』
五

。
一
〇
〇

・
一
―
七

（【Ｆ
　
ｕ
つ

に
ド
ｅ

②
　
一
一
・
五
前
半

Ｃ
・
あ
ヽ
卜
８
‐
，

あ
∞
卜
８
）

『
相
応
部
』

一
七

・
三
六

。
三
―
六

∩
Ｆ
，

い
も
）

二

・
五
後
半

Ｇ
・
あ
”
ミ

８
‐
Ｓ
）



『
相
応
部
』

一
七

・
三
五

・
三
―
七

（Ｆ

Ｏ
・
Ｎ
じ

〔＝
『
増
支
部
』
四

・
六
八

∩
Ｆ
，

『
ω
》

『
雑
阿
含
』
巻
三
八
（大
正
二
、
二
七
六
中
―
下
）
、
『
別
訳
雑
阿
含
』
巻

一
（大
正
三
、
三
七
四
中
―
下
）
参
照
。

口
】

一二
。
一
七

（や

【
ｏ
ｇ

『
ウ
ダ
ー
ナ
』
五

・
八

（０
や

Ｏ
ｏ
占
）

０
　
四

・
七
前
半

０
・
Ｎ
ｏ
Ｎ
ミ

『
‐
鶴
）

『
増
支
部
』
八

・
七

・
ニ
ー
五

（Ｈく
・
０
つ

ぷ
？
じ

〔＝
『
増
支
部
』
八

・
八

・
七
―
八

０
メ

も
，

８
十
ｏ
と

四

・
七
後
半

Ｃ
・
Ｓ
Ｎ
卜
鶴
‐
フ

８
０

『
イ
テ
ィ
ブ
ッ
タ
カ
』
八
九
散
文

Ｃ
・
８
）

０
　
四

・
八

Ｃ
・
Ｓ
ｅ

『
イ
テ
ィ
ヴ

ッ
タ
カ
』
八
九
韻
文

Ｃ
，

曽
島
）
　

　

　

′

Ｂ
　
「教
団
破
壊
の
章
」
に

『
パ
ー
リ
律
蔵
』

の
他
の
叙
述
が
合
致
す
る
部
分

〔
〕　
　
〓
一
。　
一　
〓
一　
　
ム甲
立
平
島
部
一
（●
・　
ＨΦ
Ｏ
や　
卜ヽ
　
０
１
Ｎ
Ｏ
）

「
パ
ー
チ
ッ
テ
ィ
ヤ
」
三
二

。
一
（Ｈく
）
や

、
こ

②
　
一二
。
一
四
―

三
ハ
前
半

Ｃ
。
お
？
，

ぉ
∞
、
８
）

「
サ
ン
ガ
ー
デ

ィ
セ
ー
サ
」

一
〇

。
一
―
一二
削
半

Ｑ
Ｆ

●
・
、
Ｔ
や

ヽ
Ｎ
卜
Ｎ
ｅ

既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
中
村
博
士
は

Ｂ

②

（三

。
一
四
）
以
降
の
叙
述
を
古
い
成
立
で
あ
る
と
さ
れ
、　
ま
た
、　
ム
ケ
ル
ジ
ー
氏
も
、

広
範
な
仏
典

へ
の
流
布
の
状
況
か
ら
、
Ｂ

①

（三

。
一
三
）
と
Ｂ
②
に
相
当
す
る
全
二
。
一
四
―

一
七
）
の
部
分
が
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
の
行

初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュハ
五



初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一全
ハ

為
の
真
実
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
２
）。　
し
か
し
、
筆
者
は
、　
三

。
一
三
（あ
る
い
は
三

。
一
四
）
以
前
の
叙
述
の
な
か
に

も
古
い
要
素
の
存
在
す
る
可
能
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
半
の
叙
述
か
ら
、
経
典
と
の
相
応
関
係
を
も
考
慮
し
て
、
古
い
要
素

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
伝
承
を
拾
い
出
せ
ば
、
Ａ

②

（二

・
五
）
の
部
分
と
な
る
。

「
相
応
部
Ｌ

七
・
三
六
上
二
―
六
と
対
応
す
る
部
分
の
み
〕
月
二
・
五
、
前
半
）
さ
て
、
多
く
の
比

丘
た
ち
が
世
尊
に
近
付
い
た
。
近
付
い
て
世
尊
に
敬
礼
し

一
隅
に
坐

っ
た
。　
一
隅
に
坐

っ
た
そ

の
比
丘
達
は
世
尊
に
次
の
よ
う
に
申
上
げ
た
。
「師
よ
、　
ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
王
子
は

デ
ー

ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
に
奉
仕
す
る
た
め
に
五
百
の
車
で
朝
夕
出
掛
け
、
五
百
の
〔
器
の
〕
乳
粥
が
食
事
の

贈
物
と
し
て
運
ば
れ
て
お
り
ま
す
」
。
「比
丘
達
よ
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
の
利
得
と
尊
敬
と
名
声

と
を
妬
ん
で
は
な
ら
な
い
。
比
丘
達
よ
、
い
か
に
、
ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
王
子
が
デ
ー
ヴ
ァ

ダ

ッ
タ
に
奉
仕
す
る
た
め
に
朝
夕
出
掛
け
、
五
百
の
〔
器
の
〕
乳
粥
が
食
事
の
贈
物
と
し
て
運
ば

れ
よ
う
と
も
、
比
丘
達
よ
、
デ
ー
ヴ
ァ
グ

ッ
タ
の
期
待
〔
し
得
る
も
の
〕
は
、
善
法
に
お
け
る
損

失
で
あ

っ
て
増
大
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
比
丘
達
よ
、
丁
度
狂
暴
な
犬
の
鼻
先
を
叩
く
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。　
そ
う
す
れ
ば
、　
そ
の
犬
は
ま
す
ま
す
狂
暴
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。　
そ
の
よ
う

に
、
比
丘
達
よ
、
い
か
に
ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
王
子
が
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
に
奉
仕
す
る
た
め

に
朝
夕
出
掛
け
、　
五
百
の
〔
器
の
〕
乳
粥
が
食
事
の
贈
物
と
し
て
運
ば
れ
よ
う
と
も
、　
比
丘
達

よ
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
の
期
待
〔
し
得
る
も
の
〕
は
、
善
法
に
お
け
る
損
失
で
あ

っ
て
増
大
で
は

『
四
分
律
』
「僧
残
法
Ｌ
『
時

阿
閣
世
日
日
将
従
五
百
乗
車
朝

暮
問
訊
井
供
五
百
釜
飲
食
。
時

諸
比
丘
聞

「阿
閣
世
日
従
五
百

乗
車
朝
暮
間
訊
提
婆
達
井
供
養

五
百
釜
飲
食
」
。
即
至
世
尊
所
頭

面
礼
足
在

一
面
坐
、
以
此
因
縁

具
白
世
尊
。
世
尊
雨
時
告
諸
比

丘

「汝
等
各
自
摂
心
莫
生
貪
著

提
婆
達
利
養
也
。
何
以
故
。
正

使
阿
閣
世
日
日
従
五
百
乗
車
朝

暮
問
訊
井
供
五
百
釜
飲
食
、
正

可
増
益
提
婆
達
悪
心
、
讐
如
男



子
打
悪
狗
鼻
而
令
彼
狗
更
増

凶
悪
。
比
丘
当
知
此
亦
如
是
。

正
使
阿
閣
世
日
日
従
五
百
乗
車

朝
暮
問
訊
提
婆
達
井
供
五
百
釜

飲
食
、
正
可
増
提
婆
達
悪
心
耳
」

（２４
）』

四
　
素
顔

の
デ

ー
ヴ

ァ
ダ

ッ
タ

こ
れ
は
、
『
摩
詞
僧
祗
律
』

に
見
ら
れ
ぬ
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
『
五
分
律
翁
ど
、
『
十
誦
律
分
ど
、
『
根
本
説

一
切
有
部
昆
奈
耶
，
ど
、

『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
破
僧
事
宛
ど

に
も
流
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、　
パ
ー
リ
語
と
漢
訳
の
双
方
の
原
始
仏
教
経
典
に
も
対
応
す
る

叙
述
の
見
出
せ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
少
く
と
も
上
座
部
系
の
部
派
で
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
伝
承
で
あ
る
と
推
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
我

々
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
探
り
得
る
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
の
動
向
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
　
デ
ー
ヴ
ァ
グ

ッ
タ
は
ア
ジ
ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
王
と
何
ら
か
の
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。

９
　
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
は
、
あ
る
時
期
に
は
、
利
得
と
尊
敬
を
手
中
に
す
る
高
名
な
修
行
者
で
あ
る
と
目
さ
れ
た
。

特
に
②
に
関
し
て
は
、
「利
得
と
尊
敬
と
名
声
」
（一帥
σ
，
あ
”
″
ォ
理
お
”【ｏ
澪
じ

と
い
う
単
純
な

一
小
節
の
主
題
が
仏
典
で
た
び
た
び
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
発
）、　
そ
の
よ
う
に
類
推
し
て
よ
い
か
と
思
う
。
　
こ
の
二

・
五
の
デ
ー
プ
ァ
ダ

ッ
タ
は
、
先
に
論
書
の
記
述

を
通
し
て
描
い
た
二
枚
の
素
描
の
う
ち
の
、
俗
物
の
色
彩
の
濃
い
方
の
そ
れ
に
似
る
も
の
で
あ
り
、
仮
り
に
デ
ー
ヴ
ァ
ダ

ッ
タ
に
教
団
分

初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
七



初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

裂
的
行
動
が
事
実
あ

っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
所
伝
が
厳
し
い
生
活
法

の
内
容
を
伝
え
て
い
る
五
法
と
は
結
び
付
き
難
い
も
の
で
あ
る
。

彼
が
異
端
視
さ
れ
て
い

っ
た
の
は
、
『
ア
ビ
グ

ル
マ
・
コ
ー
シ
ャ
』

の
解
釈
の
如
く

世
尊
と
は
別
個
の
教
え
を
立
て
て

自
ら
分
裂
集
団

の
統
卒
者
と
な
ろ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
ア
ジ

ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
と
特
殊
な
関
係
を
有
し
た
彼

の
行
動
が
、
あ
る
人
た
ち

（後

の
正
統
派
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）
の
眼
に
は

一
種

の
分
派
的
行
動
と
し
て
映
り
、
彼
等

の
妬
み
や
反
発
を
か

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
彼

の
影
響
力

の
低
下
後
、
彼
は
次
第
に
邪
悪
視
さ
れ
、
遅
く
と
も
根
本
分
裂

の
頃
ま
で
に
は
、
教
団
破
壊
者
の
汚
名
が
冠
せ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

（１
）

赤
沼
智
善

『印
度
仏
教
固
有
名
詞
辞
典
』
、
昭
和
六
年
、　
一
五

一
―
六
頁
。
望
月
信
亨

『仏
教
大
辞
典
』
第
四
巻
、　
昭
和
十

一
年
、　
三
三
五
二

―
三
頁
。　
水
野
弘
元

『南
伝
大
蔵
経
総
索
引
』
第

一
部
下
巻
、　
五
八
四
―
五
頁
。
，

鬱
・
〓
”
】”
【３
ｏ
Ｆ
営
Ｐ

Ｕ
いヽ
ヽゝ
や
ヽ
ヽ
こ

ミ

ヽ
コミ

ヽ

Ｓヽ
ミ

くヽ
ヽ
ミ
ヽ
∽ヽ
　
】ヽ
　
Ｈ」ｏ
う
Ｏ
ｏ
●
　
Ｈ〇
〇〇
（『ｏ
も
らし
　ヽ
ｏ
●
・　
Ｈ
Ｈ０
０
１
【
【
ドＨ・　
ｏ
一ｏ
・

（２
）

中
村
元

『
原
始
仏
教
の
成
立
』
（選
集
第
十
二
巻
）
、
昭
和
四
四
年
、
四
〇
〇
―
四
五
六
頁
。

（３
）

佐
藤
密
雄

『
原
始
仏
教
教
団
の
研
究
』
、
昭
和
三
八
年
、
七
七
九
―
七
九
七
頁
。

（４
）
　
”
・
ぞ
【・
府
〓
ｏ
こ
ｏｏ
・
』
）」ヽ

Ｑ
゛
ヽヽ
ミ
゛
や
ミヽ
ヽ
い
ヾ
ヽ
ヽ
・υ
ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
ミ
ミ
ミ
０ヽ
ヽヽ
ヽヽ
●ヽ
い
ヽ
ヽヽ

ヽ
●ヽ
ｂ
ヾ
ヽ
ヽ
゛
ヽ
ヽヽ
　
ヽ
ヽヽ
　
ヽ
「ヽ
ヽ
ｏ
ヽ
●ヽヽ
ヽ
ミヽ
　
∽
ヽ
゛
きヽ
ａ
・

ヽ
ヽ
　ヽ
】で【疇
●
ｏ
，
ｏ
●
　
ＨΦ
０
０
・
（】″ｏ
く
・　
』
　
をく
・　
Ｏ
ｏ　
」
ｏ
●
”
）
トヽ
ト
　
Ｘ
Ｐ　
Ｈ００
『‐
∞
）
ｏ
●
・　
一
Φ゙
―∞
し

（
５

）
　

同
・
ｒ
”
日

ｏ
一
絆
ｐ

＾^
い
Ｏ

ω
●
０
〇
一
”

”
●
∽
‘
【絆
”
‐絆
，〓

∪
０
く
”
α
”
諄
”
．ご

ω
∽
０
ヽ

∽
・
Ｘ
Ｘ
Ｘ
目
お

い
Φ
『
ｐ

ｏ
や

Ｈ
ｏ
ヽ
―
ド
【
９

（６
）

ま
た
、
田
賀
龍
彦
氏
に

「提
婆
達
多
の
五
法
に
つ
い
て
」
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
二
九
号
、
昭
和
三
八
年
、　
三

一
一
―
三
三
〇
頁
）
、
岩

本
裕
博
士
に

「デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
反
逆
」
「
仏
教
説
話
』
、
昭
和
三
九
年
、
四
八
―
六
六
頁
）
が
あ
り
、
そ
の
他
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
に
つ
い
て
断
片

的
に
関
説
す
る
著
書
論
文
は
数
多
い
。

（７
）

佐
藤
博
士
、
前
掲
書
、
七
八

一
頁
、
七
九
三
―
四
頁
。

（８
）

「
・
”
８
０
，
”
Ｐ

ヽ
゛
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ
ざ
絆
゛
゛
ヽ
ｔ
ヽ
ヽヽ

ヽ
３
ミ
い
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ざ

”
”
Ｆ
●
８
Ｑ
¨
や

ヽ
８
や
ヽ

０
も
，

『
倶
舎
論
』
巻
十
八
（大
正
二
九
、



九
三
中
）
、
『
倶
舎
釈
論
』
巻
十
三
（大
正
二
九
、
二
四
七
下
と

（９
）

”

”
８
ｏ
〓
”
Ｐ

Ｓ
・
Ｓ
、こ
，

い
Ｏ
Ｎ

ヽ
”

「
倶
舎
論
』
巻
十
八
（大
正
二
九
、
九
三
下
）、
『
倶
舎
釈
論
』
巻
十
三
（大
正
二
九
、　
二
四
八
上
と

（１０
）

『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
百
十
六
（大
正
三
七
、
六
〇
二
中
―
下
）

（■
）

な
お
、
『
順
正
理
論
』
巻
四
三
（大
正
二
九
、
五
八
八
上
）
、
巻
二
三
（同
、
八
八
六
下
）
に
お
け
る
五
事
は
、　
０
不
応
受
用
乳
等
、　
０
断
肉
、
０

断
塩
、
０
応
被
不
載
衣
服
、
同
応
居
衆
落
辺
寺
衆
で
あ
り
、
『根
本
説

一
切
有
部
昆
奈
耶
破
僧
事
』
巻
十
（大
正
三
四
、　
一
四
九
中
）
の
も
の
と

一
致

す
る
。
但
し
、
同

『
破
僧
事
』
巻
十

一
貧

五
三
中
）
に
別
型
の
五
法
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
。
そ
の
他
論
書
で
五
事
（五
法
）
に
言
及

す
る
の
は

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
三
（大
正
三
八
、
八
九
九
上
）

（‐２
）

『
大
智
度
論
』
巻
二
六
（大
正
二
五
、
二
五
二
中
―
下
）

（‐３
）

「苦
切
語
」
伝
説
を
論
じ
た
の
が
ラ
モ
ッ
ト
氏
の
前
掲
論
文
。

（・４
）

ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
゛

ＨＦ
Ｏ
フ

【賃
Ｔ
Ｎ
ｏ９

（・５
）

中
村
博
士
、
前
掲
書
、
四
〇
三
頁
、
四
二
五
頁
参
照
。

（‐６
）

『
四
分
律
』
巻
四
―
五
（大
正
三
二
、
五
九
〇
中
―
五
九
五
下
）。
『
五
分
律
』
巻
三
（大
正
三
二
、　
一
六
下
―
二

一
上
）

（・７
）

ヽ
ミヽ
ヽ
ヽ
゛

ＨＦ
●
・
【∞
９

（・８
）

大
正
二
二
、
五
九
〇
中

一
三
―
二
四
行
。

（‐９
）

ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ
い

日Ｆ
ｏ
や

ドΦ？
―
ド

（２０
）

巻
四
（大
正
三
二
、
五
九
四
上
二
〇
―
中

一
〇
）

（２．
）

大
正
三
二
、
二
四
中
三
二
―
下

一
三
（＝
二
五
九
上
九
―
二
九
）

（
２２

）

０
¨

ｒ

”
。
口

ｏ
”
・
ｏ
●

い
Ｏ
ｓ
ヽ
い

や
ヽ

ヽ
゛
ヽ

も

お

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
や

０
す

ぃ

（
∽
”
”
・
Ｘ
Ｘ
〉

Ｈ
Φ
い
や

ｏ
や

い
い
∞
Ｉ
Ｎ
Φ
ｏ

●
ｏ
お

ｒ

な

お

、

パ

ー

リ

経
瞥

米
の

デ

ー

ヴ

ァ

ダ
ッ
タ
ヘ
の
言
及
の
箇
所
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
ｃ
Ｓ

ｒ
い
（０
，

Ｗ
卜
）
ミ
Ｊ
・、
３

含
や
や

８
Ｎ

『増

一
阿
含
』
巻
三
八
〔大
正
二
、
七
五
九

上
―
下
）

∽
費
〓
ド
〓
・
Ｐ

∞
Ｎ

ω
〕
田
・
∞
（Ｆ

Ｏ
・
黒
ｏ
〉
ゃ
「〓

認

貧
）
や

８
∞
〉
、
２

，
Ｓ
ヽ
お

貧
Ｆ

ｏ
や

ら
Ｙ
卜

『
中
阿
含
』
巻
二
七

〔大
正

一
、
六
〇
〇
下
）

∽
費
Ｌ
や

〓
・
ヽ
あ

曾
Ｆ
，

Ｈ８
〉
卜
ヽ

デ
０
・
〓
甲
〓
０
¨
９

８
ド

〓
占
∞
３

０
フ

ト
下
ｒ

∞
８
）
ヽ
２
´
Φ
・８
・
Ｔ
∞

含
く
・
ｏ
や

さ
γ
”

『雑
阿
含
』
巻

一
八
〔大
正
三
、
三
二
一
上
―
下
じ

な
お
、
冒
Ｓ
だ
”
の
言
及
は
、
明
ら
か
に

ｏ”
・日
的
ゴ
”
げ
〓
＆
”
″
だ
〓
”
●
α
”
だ
”
を

前
提
に
し
た
も
の
が
多
い
の
で
、
除
外
し
た

●
い
ヽ
き
ヽ
゛

く
Ｆ
や

は
し
。

初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
九
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初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題

（関
　
稔
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

ω
・
〓
［〓
Ｆ
，
２
「』ｏｐ
ｏ
ヽ

ヽ
、ヽ

，
∽
・
卜
い■
３
〕
ヽ
中
心
０
¨
卜崇
Υ
いト
ド

巻
四
（大
正
三
二
、
五
九
二
上

一
九
―
中

一
）
。　
な
お
、　
他
の
律
蔵
や
漢
訳
阿
含
と
の
対
照
に
関
し
て
は
、
ｏ
い
”

〓
口
〓
〓
ｏ『̈
８
・
Ｓ
¨
ｏ
ミ

¨

∞
Ｎ
Ｉ
ヘ
ト
・

巻
三
（大
正
三
二
、　
一
八
上
二
三
―
中
一
一
）

巻
三
六
（大
正
二
三
、
二
五
七
下
一
七
―
二
五
八
上
八
）

巻

一
四
（大
正
三
三
、
七
〇

一
上
一
二
―
中
八
）

巻

一
三
（大
正
二
四
、　
一
六
八
下
二
〇
―

一
六
九
上
一
一
）

０
・　
”
・
』
ヽ
リ
ト
　
Ｈ・　
●
・　
いΦＮ
・　
′^〕リ
ト
ＨＦ
　
●
・　
Ｎ卜
０
・

小
論
の
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
書
籍
の
借
覧
等
で
、
北
大
文
学
部
藤
田
教
授
、
今
西
助
教
授
、
向
井
助
手
の
ご
配
慮
を
戴
い
た
「
記
し
て
謝
意

一
端
を
表
し
ま
す
“
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